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Nageotte (1906) は，ヒトの中間神経変性例を詳細に検索し， 橋の三文神経根周辺より延髄の孤束上端に
連続する小灰白質群内に中間神経内の知覚神経が終末することを証明しこれを味覚核と命名した。一方，









凝同 (lmA， 5sec 問直流通電)により小破壊巣を作った。手術後，乙れら動物を10乃至18 日間生存せしめ
た後屠殺し，脳幹ならび脊髄を Marchi 法にて染色し，前額断50μ 連続切片を作製，損傷部位より発する














ネコ 39匹を用い， Chloralose 静脈麻酔のもとにー側舌神経を露出し， その中枢側で下顎神経の舌神経枝
を結紫切断し，鼓索神経のみを残して双極電極を装着した。動物を脳定位固定装置に固定し， Flaxedy し
またはAmelyzol にて非動化した後，人工呼吸器を使用した。鋼針微小電極 (impedance 2 乃至10Mω を
定位的に中脳に刺入し，鼓索神経を 2 乃至 8 v, 0.5msec の短形波電流にて単発あるいは 3 cps 乃至50cps
にて反復刺激して単位放電の変動を記録した。 陽性反応点60点を得たが，組織学的にその位置の確認され
たものは51点であったロ反応様式を分類すると下記の通りである。
A. 単発刺激に対応して 1 乃至数発の spike discharge の出現を認めるもの
1. 潜時が比較的短いもの(3 --10msec) 
2. 潜時が長いもの(10msec 以上)
B. 反復刺激によって spontaneous discharge の増加を示すもの
C. 反復刺激によって spontaneous discharge の減少を示すもの
があった。 spike の大きさは，約30μv 乃至 2mv であった。組織学的に確認し得た|場性反応点は，主とし
て両側網様織中と内側毛帯中に分布していた。反応様式と組織学的位置を対応さしてみると，比較的潜時
の短い安定した反応が， 両側網様織背外側部と対側内側毛;~IJ; (一部は同側内側毛初)中に限局して分布し
ていた口その位置は，上記味覚核と考えられる部の破壊に伴う上行性変性線維の走行位置と略々一致する。
〔帝念 括コ
ネコを用い， 中間神経の終末する味覚核と考えられる灰白質の破壊に伴う上行性変性線維を追跡すると
共に， 鼓索神経を電気刺激して中脳における陽性反応点の分布を調べ脳幹における味覚を合む舌感覚の伝
導に関与すると考えられる中間神経接続線維の上行性経路を追究した。 その結果，味覚核と考えられる灰
白質の吻側部より発する線維は，両側性に脳幹網様織背側部を上行し Forel の被蓋束の構成に参加し，尼
側部より発する線維は，対側内側毛帯の最内側部を構成し， 上行して祝床に入り，前者は主として内側核
群に，後者は主として腹側核内側後部に終末する事を証明した。
論文の審査結果の要旨
味覚の伝導路とくに脳幹における上行路の走行に関してはいまだ種々異論があり， 確定をみていない。
早川は， 味覚の伝達に関与する中間神経が終末する味覚核からの上行性経路を明らかにすべく猫を用い，
? ?門i
解剖学的，電気生理学的実験を行ない，一定の知見を得た。
すなわち， 味覚核と二与えられる灰白貨の|浪局性破壊実験を行ない， これよりおこる上行性変性線維を
Marchi 法によって検索した結果，味覚核の尾側部より発する線維は主として対側内側毛帯の最内側背部を
上行し，味覚核の吻側部より発する線維は両側網様織を上行し，中脳で Forel の被蓋束の構成に参加し，
前者は主として祝床腹側核内側後部に， 後者は主として祝床内側核群に終末することを証明した。一方電
気生理学的実験として， 鼓索令14経を電気刺激して中脳における単位放電の変動を記録した結果，中脳にお
いて鼓索神経接続線維のうち，比較的直接的なものが両側の Forel の被蓋束ならびに対側および一部同側
の内側毛帯に限局して分布していることを明らかにし，解剖学的所見の正当性を証明した。
本研究は，味覚伝導路の直接の解明ではないが， 従来十分明らかではなかった味覚を含めた舌感覚の脳
幹における伝導路の究明に大きい役割をなしたるものと考える。
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